
プログラム紹介

児童が世界の環境問題について知り、未来に対する「メッセージ」を考え、
それを「絵で表現する」プロセスを通して、地球環境について考えていくプログラムです。

プログラムの
ねらいと流れ

～環境に関する未来へのおもいを絵にして、多くの人に届けよう！～

みんなにとどけ！エコメッセージ
 ×  × メッセージメッセージ “とどける”“とどける”環境環境

関連教科 ： 図工、国語、総合など 対象学年 ： 小学校4～6年生推奨 ※１～３年生も内容をアレンジしてご活用ください。　　

コンクールに応募する クラス全員応募でチームアクション賞をめざそう！

家族にメッセージを届ける

4 とどける
アクションにご活用ください

発　展

活用例1
ポストカードを
画像化して
ポスターを作成

活用例2 メッセージは伝わったかな？
鑑賞会で相互に評価

活用例3

映像教材

テーマ：気候変動

1 2 3

応募者ひとりひとりの作品をポストカードにしてお届けします！※
※クラス全員応募の場合に限ります。
※1月中旬より順次、応募作品の返却にあわせ、ポストカード をお送りします。

クラス全員応募 特典

絵で表現することの
価値を

知る

世界の環境問題を
知りエコメッセージを

考える

エコメッセージを

絵で表現する

SDGs学習にも
対応した
プログラムです

葉っぱが世界を旅しながら、世界中で起こっているさまざまな問題について知っていくという
ストーリー。気候変動につながる原因と与える影響について、SDGsの“誰一人取り残さない”
世界の実現のために、児童に伝えたいことを考えさせる映像教材です。

海の生き物の気持ちに
なって、プラスチックごみ
問題を伝えていることが
わかります。

鑑賞している児童

ひとり3枚ずつ
お届け！

ポストカードを活用したSDGs学習例

わたしはごみだらけの海
をなくしたいと思ってこの
絵をかいたので、それが
伝わってよかったです。

表現した児童



専用画用紙

絵画制作をサポートするオリジナル教材絵画制作をサポートするオリジナル教材

提供教材

森林伐採
二酸化炭素の排出

（ヒートアイランド現象）

干ばつ

異常気象・川の氾濫

サンゴの白化

氷河の融解

裏面にエコメッセージを
記載できる、本コンクー
ル専用の画用紙です。
（八つ切り）

エコメッセージをどの
ように絵で表現するか
構想してもらいます。

今、世界で起こっていることを知り、感じることが
できる内容です。（5分45秒）

映像教材 ワークブック

児童の思考を整理し、学習のふりかえりが可能な
ワークブックです。（児童一人1冊配付）

世界の環境問題を学び、
エコメッセージを考えて
もらいます。

過去の受賞作品を鑑賞する
ことで、絵で表現することの
価値に気づく内容です。

授業実践事例 GIGAスクール参 考

児童の絵画を画像データにして、GIGA端末で活用！

校内に掲示、文化祭で発信、ビデオレターを作成…。
作品をデジタルデータにして、さまざまな成果物にアレンジすることで、
児童ひとりひとりのメッセージを、たくさんの人に伝えることができます。

SDGsに向けたメッセージを
「みんなに」とどける。

学年の作品を集めて
タペストリーで
メッセージを発信

学年の作品を集めて
タペストリーで
メッセージを発信

SDGsのロゴを添えて、
自分の「メッセージ作品」
をつくる

SDGsのロゴを添えて、
自分の「メッセージ作品」
をつくる

文化祭で、
スライドショー展示。
『SDGs美術館』

文化祭で、
スライドショー展示。
『SDGs美術館』

音声を入れて映像編集。
　　　　        メッセージCMで発信
音声を入れて映像編集。
　　　　        メッセージCMで発信 小牧市立小牧南小学校 

 青山 英孝 先生
和歌山大学附属小学校 
 中山 和幸 先生
大阪市立東三国小学校 
 山本 誠一郎 先生
日之影町立日之影小学校 
 田中 晃貴 先生

実践
BGMは自分で作曲！



葉っぱが世界を旅しながら、世界中で起こっているさまざまな問題について知っていくというストーリー。気候変動に
つながる原因と与える影響について、SDGsの“誰一人取り残さない”世界の実現のために、児童に伝えたいことを考え
させる映像教材です。

わたしたちが住んでいる世界は、今もさまざまな問題をかかえています。たとえば、地球の気温がだんだんと上がっていたり、
海がよごれてしまったり、森や木が減ったりしています。
そんな問題を解決するために、世界中の国が参加する国際連合（国連）という集まりで決められた、世界中みんなの共通
目標が「SDGs（持続可能な開発目標）」です。
“持続可能な開発”とは、未来のための「環境」や「資源」をこわさずに、今の生活をよりよくしていくことです。
「SDGs」では、“だれひとり取り残さない”世界をめざしていて、実現するには、わたしたちひとりひとりの力が必要です。
「SDGs」には、“17の目標”があります。2030年までに、世界中のみんなが協力して目標を達成することが大切です。

映像教材

「SDGs（持続可能な開発目標）」って、なに？

人間が木を伐採し、森がなくなることで、生き物たちがいなくなっていく。
どうなってしまうのだろう。（二酸化炭素の吸収源も減ってしまう。）

森林伐採

都市では建物と車が密集し、とても暑い。人間はこのまま住み続けられるのかな。
（緑が無く、温室効果ガスが充満してしまっている。）

二酸化炭素の排出（ヒートアイランド現象）

今、世界にはいろいろな変化が起こっている。
地球のみんなが幸せに生きていくには、どう
すればよいのだろう。

世界中の人・生き物たち

あなたは、地球の未来のために、どんなことを
伝えたいと 思いましたか？

みんなで力を合わせて
地球を守っていくために

導入 人間の行動に問いを投げかけるシーン

温暖化の影響で水資源が枯渇
し、植物も動物も生きられなく
なってしまう。

干ばつ

気候変動につながる、
自分たちの行動について、

ぜひ、考えさせて
みてください！

展開 「地球のみんな」への影響を感じさせるシーン

まとめ メッセージ絵画への意欲を高めるシーン

集中的な大雨により川が氾濫
し山が崩れ、山間のまちがなく
なってしまう。

異常気象・川の氾濫
海洋温度が上昇し、サンゴが
死滅。サンゴ礁の生物多様性
が失われてしまう。

サンゴの白化
海洋温度の上昇は氷河を溶か
し、動物たちは住処を追われ
てしまう。

氷河の融解


